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ケニア の 臨床 材料 よ 9 分 離さ れ た 細菌 の 
種類 と その 薬剤 感受 性 


jm 渡 OE E, 中 P < 
BS BA E, GR S Wk 
長崎 大 学 医学 部 附属 病院 中 央 検査 部 


A} 


F 
gi} 


B Xx, 原 耕平 
長崎 大 学 医学 部 第 2 内 科 


原 Hog 紀 
長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 診療 科 内科) 


内 BE 達 Bj 
長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 病原 細菌 学部 門 


Bacterial species and its drug sensitivity isolated from clinical materials in Kenya 

Katsuhiko SAWATARI, Shigehiro NAKASHIMA, Masaru Nasu and Takashi I'rocA (Department o 
Clinical Laboratory, Nagasaki University Hospital), Masao NAKATOMI and Kohei Hara ( 2 nd 
Department of Internal Medicine, Nagasaki University School of Medicine), Takanori HARADA 
(Division of Internal Medicine, Institute for Tropical Medicine, Nagasaki University), Tatsuro 


Naito (Department of Bacteriology, Institute for Tropical Medicine, Nagasaki University) 


Abstract : Isolation rate and species of bacteria isolated at the bacteriology section of Rift Valley 
Provincial General Hospital, Nakuru, Kenya in 1974 were studied in comparison with those of 
Nagasaki University Hospital in the same year. Following results were obtained : 1) Eight 
hundred and eighty eight specimens except feces of Kenya were compared with 2659 specimens 
of Nagasaki (Univ. Hosp.). In regard to gram positive bacteria, 8-streptococcus was isolated 
highly in Kenya, on the other hand, Streptococcus fecalis was isolated lower in frequency than 
in Japan. In regard to gram negative bacteria, Pseudomonas aeruginosa, Acinetobacter, Proteus 
vulgaris and Serratia liquefaciens, which are interested as the causative organisms of the end- 
ogenous infections in Japan, were not isolated at all, and isolation rates of Klebsiella aerogenes, 
Enterobacter and Serratia marcescens were also lower than that of Japan. It was considered to 
be interesting that these results showed the difference of clinical manifestation of infections 
between Kenya and Japan. 2) Staphylococcus aureus and Staphylococcus epidermidis were fre- 


quently isolated from the blood and Pseudomonas, Proteus and Acinetobacter were isolated in 
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low frequency in Kenya. From the sputum, f-streptococcus was isolated in high frequency and 


Staphylococcus epidermidis, Haemophilus and Klebsiella were isolated in low frequency in Kenya 


in comparison with that of Japan. 3) Eighteen Shigella and eleven Salmonella typhi were isola- 


ted from the stool of the patients with the complaint of diarrhea in Kenya. Shigella sonnei were 


isolated most frequently in two countries in comparison with the statistics of the municipal 


commuicable diseases hospitals in Japan in 1974. Although Shigella flexneri II was isolated in 


Japan frequently, S. flexneri IV was isolated more in Kenya. Shigella isolated in Kenya were 


highly sensitive to almost all the drugs tested. 
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長崎 大 学 に お いて は , すでに 1966 年 3 月 より , >= 
ア の Rift valley provincial general hospital に , 延 べ 
38 名 の 医師 や 技師 を 派遣 し て , 技 術 協力 を 行っ て きた . 
細菌 検査 に 関し て は , 1971 年 9 月 井上 技師 が , 次 いで 
著者 ら の うち の , RE, 内 藤 ら が 現地 に お も むき , 検 
査 技師 へ の 了 臨床 細菌 の 分 類 に 関す る 指導 が 行わ ん れ て き 
7 

現地 の 細菌 分 離 が 日 本 の それ と 変ら な い 技 術 に 到達 
し た の は 1972 年 頃 か ら で , すでに 井上 DP 0972) > 
T, 菌 分 離 の 領 向 を 主 た し た 概況 が 述べ られ て いる . 
今回 は 1974 年 度 に 検査 室 に 提出 され た 各種 材料 か ら の 
細菌 分 離 に 関し , その 成績 を 分 析 し , 長崎 大 学 中 央 検 
査 部 に お ける 成績 と ケー ア に お ける それ と を 対比 し 
T, その 特徴 を 把 え る こと を 試み た . 以下 ここ に その 
詳細 を 報告 する . 


Tili 


検査 材料 お よび 検査 方 法 
検査 材料 : 1974 年 1 月 より 12 月 まで の 間 に , >= 
ア 国 の Rift valley provincial general hospital, Naku- 
ru の 検査 室 に 細菌 検査 の 目的 で 提出 きれ だ, IE, ER 
液 , 血液 , 便 の 4 種 の 検体 を 材料 と し た . 
分 見 培地 : RP Obf, fuk. チ 
ョ コレ ー ト , GAM (日 水 ) の 各 寒 天 培 地 の ほ か , BTB 
寒天 培地 CRO) * また は MacConky agar(Oxoid) を 用 
vv, PRR LE し た 場合 の 増 菌 培地 に に は, ニュ チン 
ER7 š F(0.0822) c rti (5.022) を 加え た チオ グリ コ 
レー ト 培 地 (極東 一 臨床 用 ) を 用 いた . 血液 中 の 菌 分 
離 の た め の 培 地 は , チオ グリ ュ レ ー ト 培地 GERAD 
な ら び に 著者 ら ” が 報告 し た 液体 培地 を 使用 し た . (E 
は SS SEX 〈( 栄 研 ) を 用 いて , Shigella-Salmonella 
の 菌 群 の み に つ いて の 検出 を 試み た . 
培養 方 法 : 路 療 か ら の 分 離 培養 は 37°C 24 時 間 好 


気性 に 培養 し た . RAIL, 好 気 性 培養 に は 血液 お よび 
BTB 寒天 培地 を 用 い , 嫌気 的 で は , チ a a v — BFR 
培地 を 使用 し た 場合 は 炭酸 ガス え 塔 養 ( 談 酸 ナ トリ ウム : 
修 酸 を 1 : 1 の 割合 に 混合 し た 培養 皿 ) を , GAM 3 
地 を 使用 し た 場合 は ピ r ガ ョ ロール 法 に よる 培養 法 を 行 
っ た . 血液 塔 養 の 場合 。 チ オグ リュ レー ト 菩 地 の 使用 
に 際 し て は 髄 液 の それ に 準じ た が , 液体 培地 使用 の 場 
合 は これ を 2 週間 まで 観察 し て 判定 を 行っ た . EIE 
に は SS ERICA ROL, その コロ ニー 
を 拾い あげ て 同定 を 行っ た . 

菌 種 の 同定 Cowan & Steel?” (1965), 坂崎 9v 
(1964), Kauffmann® (1965) の 分 類 法 お ょ び Bergy's 
Manual? (1974) に 基づい て , これ ら 分 離 菌 の 同定 を 
AT eles 

薬剤 感受 性 試験 : bY 7 a a YER 
( 栄 研 ), IKER, チュ ョ ュ レ ー ト 寒天 培地 を 用 い , 概 
当 薬 剤 の ディ スク に 基づく 方 法 [ケニア で は 1 濃度 デ 
ォ ス ク (Oxoid), 長崎 で は 3 濃度 ディ スク ( 栄 研 )] で 
行っ た . 赤痢 菌 の 薬剤 感受 性 た に ついては, ケニア より 
長崎 へ 送付 され た 菌株 に つい て , 3 濃度 デュ スク 法 に 
基づい て これ を 行っ た . 


検 E 成 d 

1 BRPORD BE 

a) 分 離 率 : ケニア に お いて , 19742 pA 
検索 の た め 提 出さ れ た 617 検体 に つい て の 培養 成績 を 
Fig.l に 示し た . 日 本 に お ける 培養 成績 と 対比 する た 
め , 同じ 1974 年 の 長崎 大 学 中 央 検査 部 細菌 室 に 提出 さ 
れ 検 査 が 行わ れ た 1853 検 体 の 分 離 成績 も 併記 し た . 各 
WO 分 離さ れ た 菌 数 の 検体 数 に 対す る 比率 で 分 離 率 
(検出 率 ) を 算出 し た の で , 総計 は 100% を 上 廻っ て い 
2. 

グラ ム 陽 性 菌 で は , 日 本 に 比べ ケニア で B-strepto- 


coccus が 高 率 に 分 離さ きれ, これ に 対し て Staph. 
epidermidis の 分 離 率 が 少な か っ た . Haemophilus や 
Klebsiella な どの 分 離 率 も 日 本 に 比べ れ ば 少な か っ た 
が その他 の グラ ュ 陰 性 柱 菌 の 分 離 率 も ケニア で は 少 
な く た な っ で いた 。 
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b) KARZE ay : Table 1 FkUZ 次 か ら 
検出 され た 赤 株 の 各種 抗生 剤 に 対す る 感受 性 率 を 示し 
だ た も の で ある . ディ スク に お ける GH 以上 を 感受 性 
と し, 感受 性 株 の 総 検出 株 数 に 対す る 百分率 の 整数 で 
これ を あら わし た . ケニア で は 1 PEHE, 日 本 で は 3 


Fig. 1. Comparison of Bacteria isolated from sputum between Kenya and Japan —1974— 
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Aeromonas hydrophila 
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濃度 法 で 行っ て いる が , 諸 検 討 の 結果 , この 両者 に は 
有意 の 差 は な いも の と 考え られ た . 

先ず グラ ょ 陽性 菌 に お いて は , Staph. aureus ケ ニ 
ア 株 の PC-G, ABPC に 対す る 感受 性 は 極め て 低く , 
また SM o 感受 性 も や や 低かっ た . 現地 で の 急性 肺 
KORRAL LT Staph. aureus は 極め て 重要 な も 
の と 考え られ た が や, その 治療 に 先ず PC-G お よび 
ABPC な いし は SM © TC が 用 いら れ て いる こと 
が 関連 ある も の か と も 思わ れ た . B-streptococcus お 
Rk O` Pneumococcus も ケニア 所 お ける 急性 肺炎 の 重 
要 な 起 炎 菌 と 推定 され た が , PC-G, ABPC に も 高 感 
FET, その 他 の 抗生 剤 に つい て も , 殆 ん ど 日 本 で の 
分 離 株 の 感受 性 と 変り な か っ た (ケニア 株 で は CP, 
TC 系 抗生 剤 に 対し 日 本 株 より や や 高 感受 性 で ある よ 
に 思わ ね われ た が): 

グラ ム 陰 性 菌 に つい て は , E. coli, Kl. aerogenes, 
Haemophilus と も に , ケニア 分 離 株 も その 感受 性 パ 
ター ン は 日 本 分 離 株 の それ に 類似 し た が , We PHO 
剤 に 対し て も その 感受 性 は ケニア 株 で や や 高 率 で ある 
よう に に 思わ れ た . Lac, Kl aerogenes が SM に 対 
し て 低 感 受 性 で あり , SX に は 高 感受 件 で あっ た こと 。, 
Haemophilus の ABPC に 対す る 感受 性 が 低かっ た こ 
と は , 一 応 特 異な 感受 性 パターン と 考え られ た . その 
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他 Citrobacter の 感受 性 が ケニヤ 株 で TC た 対し て 低 
感受 作 で あっ た ほか は , 殆 ん ど 日 本 で の 分 離 株 の 感受 
性 と 変り な い 成績 を 示 した. Proteus, Enterobacter 
を は じ め と する その 他 の グラ ュ 陰 性 欄 菌 に つい て は , 
ケニア で の 分 離 菌株 が 極め て 少な か っ た た め , 日 本 で 
の 成績 と 比較 検討 する 段階 に は 至ら な か っ た . 

2 WE UOSBE 

> = TICS gk 0 ORRERI, 154 検体 中 
分 離 株 数 は 109 株 (70.8252) V IK ALT. これ に 対し , H 
本 で の 検出 率 は 356 検体 中 87 株 で 24.4 う で あっ た . 各 
症例 た お いて 1 株 以上 の 菌 検出 を 認め た も の も ある と 
ころ か ら 必 ず し も これ が その まま 真 の 検出 率 を あら わ 
す も の で も な か っ た が , ケニア に お いて は 菌 の 検出 が 
極め て 多い こと を 示し た . これ は 後述 する よう に , 検 
体 の 汚染 に よる こと と も 考え られ た が , 事実 日 常 の 診療 
に お いて も , dons oq 228v ETE O SLE 
の 存在 が 数 多く 経験 され た の で % (当時 の 日 常 診療 に 
BAMIR, (CARPE : 結核 性 : 真菌 性 の 比率 は , 
6 : 6 : 165527), T OBBEH 2820 V ST dit, 化 
騰 性 髄 膜 炎 が 高 率 に 存在 する こと を 意味 する も の と も 
A FUIS. 

+ OAS BESOmBAEX Fig. 2 に 示し た . Staph. 
epidermidis, 7 F vBSJERRBEUE 77 ABEPERREAOO fx 


Fig. 2. Comparison of Bacteria isolated from CSF between Kenya and Japan —1974— 


Isolated Bacteria 


Staphylococcus aureus 
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Streptococcus pneumoniae 
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Acinetobacter Iwoffii 
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10 (%) 
No. of materials; Kenya 154, Japan 356 
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出 が 極め て 多く , これ に 次 いで E. coli の 検出 が 多く 
み ら れ た だ た. これ に つい て は , 検体 の 採取 の 仕方 が 悪く , 
採取 され た 髄 液 が 汚染 きれ て いる 可能 性 も 十分 推測 さ 
れ た が , COL STSAOAHEO ERORE, 日 本 に 
お ける 症例 と 同様 , 1 つ 1 つの 症例 に つい て その 具 床 
像 を 把握 し た 上 で , 十分 の 検討 を 加え る 必要 が ある こ 
と を 感じ させ た . 

。、 これら 分 離 菌株 の 薬剤 感受 性 に た ついては, 両国 の 分 
離 株 と も に 各 菌 種 に つい て の 株 数 が 少な く 検 討 す べき 
段階 の も の と は 思わ れ な か っ た の で , これ を 省略 し 
pa 

3 血液 中 より の 菌 検出 

菌 血 症 の 疑 が も た れ た 患者 で は , 現地 で 我々 が 作成 
し た カル チャ ー ボ トル に 血液 5.0ml を 採取 混入 し , 2 
週間 まで 培養 を 行っ て , その 際 に 菌 検出 を みな か っ た 
も の は 陰性 と し て 培養 を 打 切 っ た . 

その 成績 を Table 2 に 示し た . この 際 の 成績 の 読み 


Table 2. 


に は 検体 の 汚染 は 余り 考慮 に 入れ る 必要 は な いと 思わ 
れ た が , その 検体 数 に 対す る その 菌 の 分 離 率 か ら み る 
L, Staph. aureus お よび Staph. epidermidis の 分 
難 が ケニア で 極め て 多く , Ps. aeruginosa, Proteus 
mirabilis, Serratia marcescens な どの 分 離 が , 日 本 に 
比べ て 少な いと 思わ れる 成績 を 得 た . 
4 便 よ り の 赤痢 お よび チ フ ス 菌 の 分 離 

a) 分 離 率 と その 菌 型 : ケニア で 下痢 を 主 微 と 
する 患者 の 便 377 検体 が 1974 年 度 に お いて 提出 され た 
AN その うち 赤痢 菌 が 18 株 4.8%), チ フ ス 菌 が 11 株 
(2.9%) 分 離さ れ た . この 分 離 状況 は Table 3 に 示さ 
れ た よう に , 1974 年 の 4 月 か ら 6 月 に か け て 多く 分 離 
され た も の の , と くに 流行 を 反映 し て 検出 され た も の 
で は な か っ た . いずれ に し ろ , 内 科 の 一 般 病 棟 で 下痢 
を 来 し た 患者 の 中 か ら 約 8.0 巡 に 赤痢 な た いし は チ フ ス 
菌 が 分 離さ れ た こと と は , ケニヤ な ら で は の 成績 で あろ 
りら 思わ お われ た 、 


Comparison of Bacteria isolated from the Blood 


between Kenya and Japan —1974— 
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1974 年 に お ける 長崎 大 学 中 検 の 便 検 査 184 検体 か ら 
は 赤痢 や サル モネ ラ は 分 離さ れ な か っ た の で , 同年 に 
お ける 都市 立 伝染 病院 ゆ に お ける 赤痢 菌 の 菌 型 を 比較 
し て Fig.3 に 示し た . ソン ネ は 両国 共に 多かっ た が , 
日 本 で は フレ キシ ネル 1 型 が 多く , これ に 対し ケ = ア 
で は フレ キン シン ネル IV 型 が 多く 分 離さ れ た . 

b) 薬剤 感受 性 : 上 記 の 分 離 北 株 に 対す る 薬剤 
感受 性 を 一 括 し て Table 4 に 示 した. ケニア 株 に つい 
て は 株 数 が 少な く , 日 本 株 の それ と 比較 する に は 問題 
が ある よう に も 思わ れ た が , いずれ の 抗生 剤 , と くに 
SM, CP, TC に さえ も , 高 感受 性 を 示す こと が 明 ら 
か で あっ だ ただ. 
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5 総 分 離 菌 の ケニア と 日 本 に お ける 比較 
便 を 除き , WE, Sti. 血液 を 含め た , ケニア の ナ 
クル 病院 検査 室 で の 888 検体 と , o 


細菌 検査 室 で の 2659 検 体 に つい て , 1974 年 度 に お ける 
総 分 離 菌 の 分 離 率 を Fig.4 に 示し た . この 成績 は , 


か 大 
002838 


RRD DAT b Z CICER OO PR EDO RO ER 
きい と 思わ れ た が , 両国 間 の 大 よそ の 分 離 成績 
を 知る 意味 で 意義 が あろ うと 思わ れ た . 

黒色 が 日 本 と ケニア と で 最も 異な る 傾向 を が し た も 
の , 虹 の 両 斜線 が 比較 的 異な る 傾向 を 示し た も の と 考 
えら れ た も の で ある . 先ず グラ ム 陽 性 菌 で は , ケニア 
で É-streptococcus の 分 離 率 が 極め て 高い こと が 特徴 


Table 3 Isolation of Shigella and Salmonella in Kenya 
—1974— 
| No. of | Shigella I | | Salmonella m 
Periods eral flexneri sonnel 
DAE ll lV VT £ paraB typhi 
Septox Dec 1973 76 2 | 2 
Jan. ~Mar. 1974 76 1 
Apr.~Jun. 7 92 2 4 1 1 5 1 1 
Jul.~Aug. 7 133 2 3 4 
Total- — 39985. 2 9 。 1 b. d 6 5 
Fig. 3. Serotypes of Shigella species between Kenya and Japan -——1974— 
Kenya Japan 
18 strains 138 strains 
I A 29 
X = PA 4.0 
- TI A 3.6 
。 HX. 
IV Z 2.9 
V 
VI 
var X 
vat y A 22 
Sh. sonnei レン ン ン ン ン ンク A 5 
| 20 40 20 4) (%) 
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Table 4 Drug Sensitivity of Shigella 一 1974 一 


SM ` CP TC KM i NA SX ST PL 
Kenyan strains I 77 92 77 85 92 100 77 77 26 
Japanese strains 24 18 37 95 86 100 


Number indicates percentages of Sensitivity 


Fig. 4. Comparison of total isolates between Kenya and Japan —1974— 
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で あり , 次 いで Strept. faecalis が 日 本 より ケニア で 
低 率 に し か 分 離さ れ な か っ た . グラ ム ュ 陰 性 菌 に つい て 
は , 先ず Pseudomonas aeruginosa が 日 本 で は KE 
問題 に な っ て いる に 拘ら ず ケ ニア で は 殆 ん ど 分 離さ きれ 
な か っ た こと , Acinetobacter や Proteus vulgaris, 
Serratia hquefaciens な ども 全く 分 離さ れ な か っ た とこ 
と が 特徴 で , その 他 日 本 で 続発 性 な いし は 内 因 性 感染 
の 起 炎 菌 と し て 問題 に な っ て いる Klebsiella aeroge- 
nes, Enterobacter, Serratia marcescens な どの グラ 
AERA O ZDE t, ケ ニ = ア に お いて 低 率 で あっ 
Me 


考 ES 


ケニア 国 , Rift valley provincial general hospital, 
Nakuru に お ける 外来 お よび 入院 患者 の 細菌 学 的 検査 
成績 を 分 析 し て , その 感染 症 の 病因 菌 が 日 本 の それ と 
異な る も の か どう か 推測 する こと を 試み た . も ちろ 
ん , 検査 室 の 分 離 菌 が その まま 感染 症 の 病因 菌 を 反映 
する る の と も る 限ら な い が , 困 の 分 離 成績 は , 少な く と 
も 病院 内 の 分 布 を 含め て , その 国 の 感染 病態 を 分 析 す 
る に は 参考 に な ろう と 思わ れ た . 


Fig. 5. 
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すでに この 病院 で の 細菌 分 離 成績 に つい て は , 1972 
年 度 の 井上 の 報告 り が ある が , この 際 は Haemophilus 
と , B-streptococcus, Klebsiella の 検出 が 多かっ た こ 
と が 述べ られ て いる . 今回 の 分 離 成績 で も 殆 ん ど 同 様 
の 傾向 を 認め た が , Fig.4 に 示し た ど ご と く , その 分 離 
率 か ら す る と , B-streptococcus の ARER 日 本 に 比 
べ て 極度 に 高く , Staphylococcus の 分離 率 も 高 率 を 
占め た . これ に 比 し グラ ム 陰 性 菌 の 分 離 率 は , Klebs- 
iella, Haemophilus, E. coli 自体 も 日 本 に 比べ れ ば 
(REC, さら に 日 本 で 問題 に な っ て いる Pseudomo- 
nas, Proteus, Serratia の 分 離 $ も ケニア で は 低 率 で あ 
っ た . この こと は , 少な く と も 感染 病 像 と し て , グラ 
ム 陽 性 菌 の 病因 性 が 高い と は は っ きり 云わ れ な いま で 
も , グラ ム 陰 性 菌 の 関 生 する 感染 症 が 日 本 に 比べ れ ば 
少な いも の で あろ うこ と を 推測 させ た . 

薬剤 感受 性 で は , グラ ム 陽性 菌 で Staphylococcus 
aureus が PC-G や ABPC に ケニア 株 で 低 感 受 性 で 
ある こと が 特徴 で や っ た が , これ は 現地 で の 治療 薬剤 
に 関連 ある と し て も , グラ ム 陰 件 菌 で , Klebsiella が 
SM に 対し 低 感性 で ある こと や や , Haemophilus の A- 
BPC に 対す る 感受 性 が 低かっ た こと は 一 応 特 異な 所 
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見 で , 今後 な お 検討 すべ き 点 を 残し て いる よう に 思わ 
hk. この 他 ケ = ニア 株 で は , 一 般 に 日 本 で の 分 離 株 に 
比べ て 他 の 抗生 剤 と くに CP や セ フ ァ ロス ポリ ン 剤 な 
ど に ゃ 高 感受 性 を 示す も の が 多かっ た が , 現実 に ケ = 
ア に お いて は , すべ て の 感染 症 の 治療 に 未だ PC-G, 
ABPC また は TC を 主体 と し た 抗生 剤 に よる 治療 が 
行わ れ て いる こと と を 考え れ ば , 当然 の 結果 と も 思わ れ 
た 

Fig.5 に 最近 10 年 間 に お ける 長崎 大 学 で の 検査 室 に 
お ける 分 離 菌 の 推移 を 示し た . 一 般 に グラ ム 陽 性 菌 の 
分 離 率 が 減少 し , Klebsiella を は じ め と する LIAS 
性 程 菌 の 分 離 率 が 上 昇 な いし は 高位 を 占め て いる こと 
を 示し て いる . この 点 よ り 考 えれ ば , ケニア に お ける 
感染 症 の 病因 菌 は な お グラ ム 陰 性 菌 の 関 司 が 少な く , 
日 本 で の 古い 時 代 の 感染 病 像 に た 近い も の を 示し て いる 
よう に ゃ 考え られ た ・ 


結 語 

ケニア の ナク ル 病 院 細 菌 検査 室 で 分 離し た 細菌 の 分 
離 率 と 菌 種 を , 1974 年 度 分 に つい て 集計 を 行い , 同年 
に お ける 長崎 大 学 で の 成績 と 比較 し た . 

1) 先ず 便 を 除く ケニア で の 888 検体 を , 長崎 で の 
2659 検 体 と 比較 し て みた . グラ ム 陽 性 菌 で は , ケニア 
で か -streptococcus の 分 離 率 が 極め て 高く , これ に 対 
し Streptococcus faecalis の 分 離 は 日 本 より 低 頻度 で 


あっ た . グラ ム メ 陰 性 菌 に つい て は , 日 本 で 内 因 性 感染 
の 起 炎 菌 と し て 問題 に な っ て いる Pseudomonas aer- 
uginosa, Acinetobacter や Proteus vulgaris, Serratia 
liquefaciens な など が ケニア で 全く 分 離さ れず , また 
Klebsiella aerogenes, Enterobacter, Serratia marc- 
escens な どの 分 離 率 も 日 本 より 低 率 で あっ た . これ 
ら は 少な く と も , 日 本 と ケニア に お ける 感染 症 の 病 像 
の 人 違い を あら わす も の と し て , 興味 ある 成績 と 思わ れ 
I. 

2) MPLODRES HRA CI, ケニア で Staphy- 
lococcus aureus お よび epidermidis の 分 離 率 が 多く , 
Pseudomonas, Proteus, Acinetobacter な どの 分 離 
率 が 低かっ た . ERTI, 日 本 に お ける 分 離 成績 と 対 
比 し た 場合 , ケニア で み -streptococcus の 分 離 率 が 高 
XC, Staphylococcus epidermidis, Haemophilus, 
Klebsiella の 分 離 が 低 率 で あっ た . 

3) 下 錯 を 訴え た 愚者 の 便 377 検体 か ら , 赤痢 菌 18 
Ek, チ フ ス 菌 11 株 を 分 離し た . この うら も 赤痢 菌 に つい 
て , 同年 に お ける 都市 立 伝染 病院 に お ける 成績 と 比較 
し て みた と ころ , 両国 共に ソン ネ は 多かっ た が , 日 本 
で フレ キシ ネル 1 型 が 多かっ た の に 対し , ケー ニア で は 
フレ キシ ネル I' 型 が 多く 分 離さ れ た . これ ら 赤 痢 薦 の 
ケニア 株 で の 感受 性 は いずれ の 抗生 剤 に ゃ 高 感受 性 を 
db. 


稿 を 終る に 当り , 赤痢 の 都市 立 伝染 病院 の 成績 を 御 提供 下さ っ た 都立 墨東 病院 斉藤 誠 博 士 お よび 浜 
松 医 療 モ センター 小 張 一 峰 博 士 た 深謝 する . な お 本 論文 の 要旨 は 第 19 回 日 本 熱帯 医学 会 総合 に お いて 発 
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